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福
祉
年
金

広報

事

消

防

団

幹

部

改

選

団

長

に

戎

副
団
長
に
は

ど
ニ
一
宮
団
長
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
十

一
月
二
十
日
付
で
、
つ
S
C
の
通
り
任
命
さ

れ
ま
し
た
。

長

浜

町

消

防

団

長

戎

忠

男

。

副

団

長

久

保

勝

輔

喜
多
様
分
団
長
後
藤
実
、
長
浜

むま?事

年
額二
万
四
千
円
支
給

事説

精
神
薄
弱
者
に

麗喜色

国
民
年
金
法
が
で
を
た
と
さ
、
障
害

福
祉
年
金
の
支
給
は
、
肢
体
不
自
由
や

視
力
、
聴
力
な
ど
の
外
部
障
害
に
限
ら

¥
れ
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
八
月
か
ら

一
結
核
ゃ
、
精
神
病
の
よ
う
な
内
部
障
害

一
が
と
り
入
れ
ら
れ
、
さ
ら
に
、
こ
と
し

1
ノ
一
の
八
月
一
日
か
ら
、
精
神
障
害
者
の
な

清
一
か
に
、
精
神
薄
弱
者
も
加
え
ら
れ
る
こ

序
一
と
に
な
り
ま
し
た
。

抱
一
こ
れ
に
該
当
す
る
と
恩
わ
れ
る
精
神

月
一
障
害
者
は
、
自
分
で
裁
定
請
求
が
で
き

毎
一
な
い
た
め
、
保
護
義
務
者
が
請
求
を
す

-
r
g
、、司M

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

昭和40年11月20日

誌

中小企業融資審査会

長浜町議会議員選挙告示

長浜町議会議員選挙投票日

の

日

I 0月

政町

1日

目白

11日

(ー)

中
JじA、

男

氏

久
保
勝
輔
氏
決
ま
る

分
団
長
二
宮
義
徳
、
青
島
分
団
長

山
本
好
光
、
櫛
生
分
団
長
宇
都
宮
達

雄
、
出
海
分
団
長
池
田
喜
美
夫
、
大

和
分
団
長
小
西
考
夫
、
白
滝
分
団
長

河

村

登

し
か
し
な
が
ら
、
精
神
薄
弱
者
は
、

病
院
に
入
院
中
の
も
の
や
、
家
に
引
を

こ
も
っ
た
ま
ま
で
、
他
人
と
の
交
渉
が

少
い
た
め
に
、
該
当
者
の
、
は
握
が
思

難
で
あ
る
う
え
に
、
保
護
養
務
者
が
世

間
て
い
を
心
配
し
た
り
、
あ
る
い
は
、

請
求
す
る
に
し
て
も
障
害
の
程
度
が
、

は
っ
き
り
わ
か
ら
な
か
っ
た
り
、
診
断

書
の
作
成
に
要
す
る
経
費
の
問
題
や
、

医
師
が
い
な
い
な
ど
、
手
続
き
上
の
困

難
な
理
由
に
よ
っ
て
裁
定
請
求
を
た
め

ら
っ
て
い
る
方
も
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
精
神
障
害
の
程
度
に
つ
い
て

お
っ
た
え
し
ま
し
ょ
う
。

一
、
日
常
生
活
に
お
い
て
適
当
な
介
護

が
な
け
れ
ば
、
自
分
で
用
を
達
す
る

こ
と
が
で
ぎ
な
い
程
度
の
も
の

(
た
と
え
ば
、
食
事
、
排
便
の
始
末

洗
面
、
入
浴
、
衣
服
の
着
替
な
ど
を
自

分
で
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
)

ま
た
、
刃
物
、
火
な
ど
の
危
険
さ

団体営豊茂農道入札

ジブテリヤ@百日ぜき予防接

種 (11月26日まで〕

商工業振興協議会

晩秋蚕の損害評価

豊茂診療所建築工事入札

長浜町議会え寸回臨時会

須沢簡易上水道および朝日地

区飲料水供給施設の中間検査

長浜町議会芳3回臨時会

12日

13日

14日

15日

発行所
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長浜町役場

印刷所岸本印刷所
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の

数

日

五

月
男
女
計
用
性
刷

円

U

世

食
物
の
腐
敗
、
昼
夜
の
区
別
な
ど
の

判
断
が
で
き
な
い
も
の
。

な
お
、
精
神
薄
弱
者
に
つ
い
て
は

大
休
知
能
指
数
三
十
五
以
下
(
三
才

年
令
)
の
も
の
。

二
、
精
神
障
害
が
重
度
で
な
く
て
も
精

神
障
害
と
他
の
障
害
(
例
え
ば
、
肢

体
不
自
由
、
視
聴
覚
の
障
害
、
呼
吸

器
の
障
害
、
結
核
)
と
併
せ
て
、
日

常
生
活
の
用
を
達
す
る
こ
と
が
、
で

き
な
い
程
度
の
も
の
。

支
給
さ
れ
る
年
金
は
、
保
護
義
務

者
を
通
じ
て
、
年
額
二
万
四
千
円
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

事

業

費

追

加

橋
立
@
里
山
田
農
道
な
ど

十
月
の
定
例
会
で
は
、
つ
ぎ
の
事
業

費
な
ど
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

門
地
方
改
善
施
設
整
備
費
凶

簡
易
上
水
道
工
事
費
(
今
坊
)

一O
り
万
円

下
水
排
水
路
工
事
費
(
下
須
戒
)

五
二
万
円

地
区
道
路
改
良
工
事
費
(
豊
茂
)

二
三
万
円

五
七
万
円

ママママ
M

(

柴
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曲
農
業
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造
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費
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道

一

二

五

七

万

円
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七

O
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円
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庁

五

O
五
万
円
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(閉会)

長浜町民生委員推せん会

日ノ浦地区地すべり地帯現地

視察(県〉

沖浦観音宝蔵庫竣工検室

(文部省〕

喜多灘地区l日役場

老人健康検査

3才児検診 (25日まで〉

建設委員会

を人クラブ会長会

19日

20日

21日

22日

23日

十

月

定

例

会

門
林
道
開
設
事
業
費
M

マ

猪

之

厚

林

道

五

O
万
円

門
台
風
二
十
四
号
応
急
災
害
復
旧
費
〕

マ

道
路
橋
り
ょ
う
、
河
川
、
下
水
、

砂

防

等

一

二

O
万
円

十
一
月
臨
時
会
で
、

れ
た
も
の

門
地
方
改
善
施
設
整
備
費
凶

県

単

分

二

一

一

万

円

門
低
開
発
事
業
回

大
和
保
育
所
建
築
六
六
七
万
円

道
路
改
良
(
戒
川
大
平
線
)
六
O
万
円

二
一
五
万
円

追
加
さ

ママママ

黒
田
集
会
所
建
築

全町議員公共施設を視察

(26日まで〉

生ワクチン投与 (29日まで)

消防団任命式

豊茂地区診断反省会

献血推進協議会

農道関係査定

白滝l日役場

25日

26日

27日

29日

30日



号
一
一
私
の
家
で
は
、
長
男
が
中
学
三
年
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
レ
。

間
士
生
、
二
男
が
中
学
一
年
生
で
す
が
、
あ
く
る
日
、
子
ど
も
た
ち
は
、
酒
一

芳
一
ム
こ
づ
か
い
は
月
給
制
に
し
て
い
ま
す
屋
で
、
酒
を
貿
っ
て
ぎ
て
、
父
へ
プ
い

一
ん
ど
ち
ら
も
、
小
学
校
二
年
生
の
と
レ
ゼ
ン
ト
、
そ
れ
か
ら
、
私
に
は
、
)

T

き
か
ら
与
え
え
て
お
り
、
は
じ
め
は
炊
事
用
の
ゴ
ム
手
袋
を
買
っ
て
を
て

J

T

百
円
で
し
た
が
、
去
年
子
ど
も
た
ち
く
れ
ま
し
た
。

f

一
一
か
ら
値
上
の
要
求
が
あ
り
ま
し
た
の
と
う
し
た
心
く
ば
り
か
ら
、
親
子
一

一
一
で
、
主
人
と
相
談
の
上
、
三
百
円
に
間
の
親
し
み
も
、
深
み
の
あ
る
も
の
い

一

〈

し

て

や

り

ま

し

た

。

に

な

っ

て

い

く

よ

う

で

す

。

~

一
)
そ
し
て
使
わ
ず
に
残
し
た
分
は
毎
児
の
ほ
う
も
、
弟
の
ほ
う
も
、
勉

γ

一
一
間
間
部
深
ま
っ
た
一

一
一
日
い
に
久
間

W
4刊
以
れ

ω

z

~

ア

小

川

1
hけ
少
で
十
ノ
一
回
一
民

F

四

回

日

山

寸

;ij
日
ー
リ
J
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=
1
h
a
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V
-
-
宮

田

zn
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VZzk…
親
子
間
の
親
し
み
一

章一ゲ一v
月
貯
金
さ
せ
て
い
ま
す
。
強
や
、
あ
そ
び
の
合
い
ま
に
、
な
に
一

関
去
年
の
暮
れ
に
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
か
手
伝
う
こ
と
は
な
い
か
と
、
私
に
ん

¥

J

d

プ
レ
ゼ
ン
ト
に
、
思
い
き
っ
て
千
聞
を
ま
す
。
そ
し
て
、
頼
め
ば
、
私
~

h
札
を
一
枚
づ
っ
、
の
し
袋
に
入
れ
の
仕
事
を
、
な
ん
で
も
、
喜
ん
で
手
仇

r
F
私

の

手

紙

を

同

封

し

、

お

も

て

に

は

伝

っ

て

く

れ

ま

す

。

ん

J
A
T

主
人
の
名
を
書
い
て
、
父
か
ら
の
お
別
に
、
ど
う
、
し
つ
け
た
と
い
う
叩

一
い
く
り
も
の
と
い
う
と
と
に
し
て
、
子
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ほ
ん
と
目

指
一
一
ど
も
た
ち
の
枕
の
下
に
入
れ
て
お
き
う
に
気
立
て
の
よ
い
子
が
育
っ
て
く
一

一

ん

ま

し

た

。

れ

た

と

喜

ん

で

い

ま

す

o

γ

菟

r
子
ど
も
た
ち
が
喜
ん
だ
こ
と
は
い
(
大
字
長
浜
H
立
生
主
婦
社
才
)
い

明
唱
で
‘
Y
1
1
t
f・f
f・-
-
-
r
J
7
・3
、ZE--235、f
e
-
-
f
J
t
f
f・-二
J
J
・-
f
J
1
1
J
、，R
、，
E
1
t
f
J
-
f
・

2
一
山
川
川
川
川
川
川
川
川
山
川
川
川
の
演
奏
会
を
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の

壁
一

1
コ
ー
ー
」
コ
子
/
〉
と
き
の
益
金
一
封
を
、
「
長
浜
町
社
会

謹
一

L
E
古
-
何
回
一
で
ぶ
福
祉
協
議
会
の
事
業
資
金
に
充
当
し
て

一

2
T之
a
7
r
H
H
U

ほ
し
い
一
色
町
社
会
福
祉
協
議
会
に

一

1

1

4

1

‘

i

，
、
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

一U
H
u
l
l
1
1
1
1
1
1
1
l
l
v
防
犯
登
録
証
が

一

マ

益

金

を

寄

付

変

り

ま

す

(
刀
一
あ
か
ね
会
、
長
浜
支
部
(
代
表
者
十
一
月
か
ら
、
自
転
車
ゃ
、

R
動
二

ノ
イ
』
置

発
一
宗
野
勝
氏
)
は
、
先
般
体
育
館
で
琴
輪
車
等
の
防
犯
登
録
証
が
変
り
ま
す
。

寸
H
1
a
I
H
U
H
U
H
-

i
E

地
方
自
体
治
の
行
政
町
に
し
て
も
、
国
の
政
治
と
は
別
に
そ
メ
ー
ト
ル
の
雨
を
ふ
ら
せ
て
い
ま
す
た

J
~
一
白
パ
一
フ
は
、
明
る
い
政
治
の
ジ
ジ
れ
ぞ
れ
の
独
立
し
た
行
政
が
あ
り
ま
す
ま
た
、
地
上
で
は
、
百
人
の
子
供
一
一

ボ

ル

で

す

。

町

長

や

役

場

は

そ

の

行

政

機

関

で

町

が

死

に

、

百

十

四

人

の

子

供

が

生

れ

一

一

一
一
私
た
ち
の
住
ん
で
い
る
町
は
、
県
と
議
会
議
員
に
よ
っ
て
議
決
さ
れ
た
予
算
て
い
る
そ
う
で
す
。

一
一
い
う
自
治
体
の
一
つ
の
構
成
員
で
あ
に
基
ず
い
て
、
町
の
い
ろ
い
ろ
な
行
政
ま
た
、
十
一
万
部
の
新
聞
が
売
ら
一
一

一

一

弘

屯

自

目

S
F
F

を

行

い

ま

す

。

れ

五

百

万

本

の

タ

バ

コ

が

消

え

、

四

一

一

一
一
¥
唱
、
入
、

J
¥ノ
J
〆
要
す
る
に
、
国
会
議
員
は
、
圏
全
体
千
ト
ソ
も
の
食
べ
物
が
人
間
の
胃
袋
一

日

一

一

一

、

〉

7
Lハ
/
〆

0

7

h

¥

訴
げ
ん
/
〆
の
政
治
を
、
県
議
会
議
員
は
、
県
全
体
に
つ
め
こ
ま
れ
て
い
る
と
い
:
一
一

四
一
一
一
町
内
円
も
作
例
同
一
岡

f

，f
E圃軍
-
-
-
K
-
j
:
;
E
j
-
j
'
l
-
f

で

す

。
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一
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一
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戸

ι

官
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~

明

る

い

町

①

ず

ツ

ト

一

分

間

に

こ

れ

ら

の

で

ぎ

一

一

手

一

一

一

併

で

4
1
R
E
h
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1
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E・1
:
~
J
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:
:
l
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f
E
J
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J
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ご
と
が
起
っ
て
い
ま
す
。

件
一
一

/γ
片

¥

¥

の

政

治

を

、

町

議

は

、

町

の

政

治

を

よ

一

分

間

と

い

う

短

い

時

間

、

私

一

一

和一一一

j
f
l
u
-、
く
す
る
た
め
に
、
私
た
ち
が
選
ぶ
代
表
た
ち
の
日
吉
エ
活
で
は
あ
ま
り
大
切
一
一

昭
一
一
る
と
同
時
に
、
日
ー
と
い
コ
国
の
お
一
者
な
の
で
す
。
に
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
さ
て
、
選
一
一

一

↑

位

で

も

あ

り

ま

す

。

一

分

間

の

勝

負

挙

の

投

票

と

な

る

と

こ

の

一

分

間

が

一

一

一
一
国
会
で
決
め
ら
れ
た
も
の
は
、
県
西
ド
イ
ツ
の
統
計
学
の
先
生
が
、
一

E
に
勝
負
の
わ
か
れ
目
と
な
り
ま
す
一
一

コ
一
一
一
の
諸
問
を
経
て
、
町
の
行
政
に
反
映
分
間
と
い
う
短
い
時
間
に
ど
ん
な
で
き
投
票
用
紙
に
こ
れ
ぞ
と
思

5
人
を
一
一

(
一
一
一
し
て
い
ぎ
ま
す
。
ご
と
が
起
っ
て
い
る
か
を
調
べ
ま
し
た
書
、
を
終
え
る
の
も
一
分
間
以
内
で
す
一
一

そ
れ
と
同
時
に
、
県
に
し
て
も
そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
雲
は
四
百
立
方
一
分
間
が
正
に
勝
負
の
天
王
山
で
す
一
一

切戸市期貯吉宗明♂努事務窃て~p宍ぞ下汽守空芝~一一'"ー→一一

い
ま
ま
で
、
自
転
車
は
、
ア
ル
ミ
ニ

ュ
ー
ム
製
の
登
録
証
を
自
転
車
の
ヘ
ッ

ド
部
に
取
り
つ
げ
て
い
ま
し
た
が
、
こ

れ
を
、
ス
コ
ッ
チ
ラ
イ
ト
製
の
登
録
証

に
改
め
、
下
り
パ
イ
プ
に
取
り
つ
け
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

V
国
民
年
金
手
帳
を

書

き

か

え

ま

す

国
民
年
金
手
帳
は
、
昭
和
四
十
年
度

で
検
認
台
紙
が
な
く
な
り
、
予
備
の
台

紙
を
使
つ
で
も
、
昭
和
四
十
一
年
度
で

な
く
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
国
民
年
金
手
帳
を
室
聞
き
か

え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

当
町
は
、
本
年
度
中
に
書
を
か
え
る

こ
と
に
な
っ
て
い
引
ま
す
が
、
書
き
か
え

ら
れ
た
も
の
は
、
昭
和
四
十
一
年
四
月

一
日
か
ら
使
用
し
、
現
在
使
っ
て
い
る

国
民
年
金
手
帳
は
、
室
田
き
か
え
ら
れ
た

あ
と
も
、
引
ぎ
続
ぎ
被
保
険
者
が
、
持

っ
て
お
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

マ
裁
判
の
費
用
な
ど

を

立

て

替

え

る

制
度
が
あ
り
ま
す

十
二
月
四
日
か
ら
は
、
人
権
週
間
が

始
ま
り
ま
す
。

私
た
ち
の
生
活
に
は
、
い
ろ
い
ろ
の

紛
争
が
起
っ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば

「
土
地
や
家
屋
の
明
渡
し
」
や
「
交
通

事
故
等
に
よ
っ
て
受
け
た
損
害
賠
償
」

な
ど
。
こ
ん
な
場
合
、
当
時
者
間
で
解

決
が
で
ぎ
な
い
と
き
は
、
裁
判
に
よ
っ

て
利
益
を
守
る
以
外
に
方
法
が
あ
り
ま

せ
ん
。弁
護
士
に
依
頼
す
れ
ば
、
相
当
の
報

酬
を
支
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
、
裁

判
に
は
、
普
通
か
な
り
の
費
用
が
か
か

り
ま
す
。

こ
う
し
た
費
用
の
負
担
が
で
与
ぜ
な
い

方
々
の
た
め
に
、
裁
判
費
用
や
、
弁
護

士
の
手
数
料
な
ど
を
立
て
替
え
て
、
弁

護
士
に
依
頼
し
て
紛
争
を
処
理
し
て
あ

げ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度
を

「
法
律
扶
助
制
度
」
と
、
い
い
ま
す
が

こ
の
法
律
扶
助
を
受
け
よ
う
と
す
る
方

は
、
長
浜
町
の
人
権
擁
護
一
委
員
(
大
字

櫛
生
の
岡
崎
愛
次
郎
氏
お
よ
び
、
大
字

豊
茂
の
亀
田
四
郎
氏
)
、
松
山
地
方
法

務
局
の
人
権
擁
護
課
か
、
松
山
地
方
、
ぷ

務
局
大
洲
支
局
、
あ
る
い
は
、
愛
媛
弁

護
士
会
の
中
に
あ
る
財
団
法
人
法
律
扶

助
協
会
愛
媛
支
部
に
、
ご
相
談
く
だ
さ

、ν
な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
、
住
民
課

の
住
民
係
に
、
ど
連
絡
下
さ
い
。

〈V

あ
な
た
は
、
毎
日
、
何
歩
位
、
歩

い
て
い
ま
す
か
?

。
最
近
、
「
歩
こ
う
、
歩
こ
う
」
と

い
う
こ
と
ば
が
、
は
や
っ
て
、
当
町
で

も
、
「
歩
か
な
い
と
運
動
不
足
に
な
っ

て
、
体
の
調
子
が
悪
い
」
と
、
い

5
方

が
増
え
、
歩
い
て
、
体
を
き
た
え
て
い

る
方
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

。
歩
く
と
い
う
こ
と
は
、
私
た
ち
の

健
康
を
保
つ
上
で
大
変
大
切
な
こ
と
で

す。
最
近
は
、
環
境
が
、
運
動
不
足
に
な

る
よ
う
に
変
っ
て
ぎ
ま
し
た
。
そ
，
ぱ

草
の
発
達
に
よ
る
も
の
で
す
が
、
と
に

か
く
歩
く
と
と
が
少
く
な
っ
て
い
ま
す

。
私
た
ち
の
身
体
は
、
動
か
さ
な
い

で
い
る
と
、
次
方
に
衰
え
て
き
ま
す
。

な
か
で
も
一
番
皐
く
お
と
ろ
え
る
の
は

足
で
す
。

〈
〉
あ
る
医
者
の
こ
と
ば
に
、
「
歩
く

入
、
病
気
知
ら
ず
」
と
い
う
の
が
あ
り

ま
す
。「
ハ
イ
右
足
を
前
に
出
し
て
、
、
イ

つ
李
に
左
足
を
前
に
出
し
て
:
」

な
ど
と
号
令
を
か
け
な
く
て
も
、
交
互

に
、
自
然
と
足
は
前
進
し
て
ゆ
を
ま
ず

一
日
に
一
万
歩
は
歩
き
ま
し
ょ
う
。

ま
さ
に
、
「
健
出
引
に
勝
る
室
、
な
し
一

で
す
0

0

外
出
か
ら
帰
っ
た
ら
、
う
が
い
を

し
た
り
、
洗
面
器
に
水
を
入
れ
て
、
一

二
回
目
t
f

で
水
を
吸
っ
た
り
出
し
た
り
す

る
と
、
界
か
ぜ
の
予
防
に
な
り
ま
す
o

A
V

朝
晩
の
冷
え
と
み
が
ひ
ど
く
な
り

ま
し
た
。
抵
抗
力
の
弱
い
子
ど
も
や
老

人
に
か
ぜ
を
ひ
か
せ
な
い
よ
う
十
分
気

を
つ
け
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

」斗戸


